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二番町地区のまちづくりの経緯

地区計画について

地区計画とは 番町地域の地区計画決定状況

• 六番町奇数番地地区、一番町地区、三番町地区、
四番町地区、二番町地区には既存の都市計画の
規制を緩和しない一般型の地区計画が順次決定

地区の課題や特徴を踏まえ、住民と区市町村
とが連携しながら、地区の目指すべき将来像
を設定し、その実現に向けて都市計画に位置
づけて「まちづくり」を進めていく手法

地区計画で定められる項目

目標

方針

再開発等促進区

地区整備計画 地区施設

建築物に関する事項



© Presentation Design 2

現状の地区計画 （平成20年10月16日決定）

名称 二番町地区 地区計画
位置 千代田区 二番町 地内
面積 A地区 約2.4ha

B地区 約7.3ha
C地区 約2.4ha

地区計画の名称・位置・面積

二番町地区のまちづくりの経緯

Ａ地区 30ｍ
総合設計40ｍ

Ｃ
地区
60ｍ

Ｂ地区 50ｍ
総合設計 60ｍ

Ｂ地区 50ｍ
総合設計 60ｍ
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現状の地区計画 （平成20年10月16日決定）

現状の地区計画では、二番町地区の中層・中高層の落ち着いたたたずまいを活かし、住宅
を中心として商業・業務施設が共存する緑に包まれた良好な市街地を形成するために以下
の目標を設定している。

地区計画の目標

建築物の高さの最高限度、用途
や形態・意匠を制限することで、
中層・中高層の落ち着いた街並
みと良好な住環境の維持・保全
を図る。

空地と緑豊かな空間の創出を誘
導することにより、ゆとりとう
るおいのある住環境を形成する。

多様な住宅供給を誘導するとと
もに、住宅用途の維持及び定住
を図ることで、活力ある地域社
会を維持・創出する。

魅力的な街並みを誘導しつつ、こ
れまで培われたまちの住まい方や
商業活動を尊重し、地域の活力を
支える商業機能、定住を推進する
居住機能を維持・創出する。

二番町地区のまちづくりの経緯
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これまでのまちづくり検討に係る取り組み状況

平成29年度 「日本テレビ通りまちづくり方針（案）」とりまとめ
• 地元町会や商店会等で組織される『日テレ通りまちづくり委員会』が、地域の

方々を対象としたまちづくりアンケートや意見交換会を経て、平成29年５月
に『日本テレビ通りまちづくり方針（案）』をとりまとめ区に提出しました。

平成29年度
～令和4年度

日本テレビ通り沿道まちづくり協議会の開催（12回開催）
• 『日本テレビ通りまちづくり方針（案）』を受け、千代田区が事務局となり、

町会、住民団体、学校、企業、学識経験者をまちづくり協議会委員とし、まち
の将来像を地域で共有し、日本テレビ通り沿道の賑わい創出による地域の魅力
向上と地域の品格ある住宅と先進的な業務商業の調和を目指したまちづくりの
推進について議論を行ってきました。

二番町地区のまちづくりの経緯

令和３年度
令和４年度

オープンハウス型説明会開催（2回開催）
• 日本テレビ通り沿道に求められている機能や、日本テレビ放送網株式会社に

よる二番町計画（９０ｍ案）の概要および二番町地区地区計画について広く
ご意見を伺うため、オープンハウス型説明会を開催しました。
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二番町地区のまちづくりの経緯
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日本テレビ通り沿道まちづくり基本構想（素案）

二番町地区のまちづくりの経緯
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二番町地区のまちづくりの経緯
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二番町地区のまちづくりの経緯
日本テレビ通り沿道まちづくり協議会の経緯
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二番町地区のまちづくりの経緯

日テレ通り沿道には

（業務・商業が建ち並ぶだけでなく）

広場機能の充実が望ましい

地域課題まとめ

・こどもの遊び場
・地域住民等の交流の場
・憩い・休憩の場
・四季を感じる緑
・密を避けた活動の場
・災害時の地域の拠点
・広場としての継続的な運営

・幅の広い歩行者空間
・街路樹などの緑
・駅へのバリアフリー動線

快適な歩行者空間と

なっていない部分がある

広場確保の際に求められる機能 歩行者空間確保の際に求められる機能


